
【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント】
数量関係「計算の順序についてのきまりなどを理解すること」

Ｈ２９ 小学校算数 Ａ２（３）

６＋０．５×２ ）の中をさきにします。

【計算の順序】 ＜算数４年上 Ｐ９７＞
☆ふつう、左から順にします。
☆（ ）があるときは、（ ）の中をさきにします。
☆＋、－と×、÷とでは、×、÷をさきにします。

平成１９年度の結果を振り返ると、左から順
に計算して、１３と答えた誤答が１３．３％あ
りました。

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③ア）
１冊９０円のノートを４冊買って５００円出した時のおつり

Ｈ２９ 中学校 数学 Ａ１（３）

１０－６÷（－２）

算数４年下の「面積」、「小数のかけ算・わり算」、算数５年の「体積」、「小数×小数、小数÷小数」、「分数のか
け算・わり算」等でも、意図的に【計算の順序】を確認する場面を設定することが大切です。また、中学校１年生
で負の数を学習した時も、【計算の順序】を確認し、それらが文字式の表し方にもつながっていきます。中学校
区の先生方で、上記の内容等を共通理解することで、子供の困り感解消につながります。

本年度の小学校算数A問題２（３）は、平成１９年度と全く同じ問題でした。四則計算については、
平成１９年度以降も継続して出題されているように、つまずきやすく、指導改善が求められている内
容の一つです。小学校４年生で【計算の順序】のきまりを学習して以降、中学校１年生になるまで、
このきまりを確認する場面がほとんどないことが、低い正答率の原因の一つであると考えます。

速
報

Ｈ１９ ６＋０．５×２ （全国正答率 ６９．１％）
Ｈ２０ ３＋２×４ （全国正答率 ７１．１％）
Ｈ２１ ８０－３０÷５ （全国正答率 ６７．０％）等

＜ポイント１＞
具体的な場面に対応した立式を基に、四則計算の
【計算の順序】について理解する。

＜ポイント２＞
四則計算を含む立式や計算問題について、
【計算の順序】を振り返ることができる場面を
設定し、その定着を図る。

中学校１年生では、正の数・負の数の四則計算
で【計算の順序】の確実な定着を図ります。小
学校での学びは、中学校へとつながります。

②
０．１＋０．２×０．３

小学校
算 数

中学校 数学１年 教科書Ｐ６０（問７）

５００－ａ×４⇒５００－４ａ

式 ５００－（９０×４） ⇒ ５００－９０×４

・小学校４年生で初めて【計算の順序】を学習し
ますが、全国正答率が示す通り、定着について
は課題が見られます。

・また、小学校４年生～中学校１年生へと進む中
で、再確認する場面はどこなのでしょう。

④ １－ ×
１

２

２

３

『かけ算やわり算はひとまとまりとみて
（ ）を省くことができるんですよ。』

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③イ）
３００円の筆箱と、１ダースが４８０円の鉛筆を半ダース
買ったときの代金

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③ウ）

１個１２０円の絵の具を４個と、１本１５０円の筆を３本
買ったときの代金

式 ３００＋（４８０÷２） ⇒ ３００＋４８０÷２

式 （１２０×４）＋（１５０×３）⇒１２０×４＋１５０×３

（算数５年；教科書
Ｐ３９⑥の①）

① ０．２×０．３

（算数６年；教科書
Ｐ４５②の①）

③ ×
１

２

２

３

教科書では①や③の計算の定着を目標としていま
すが、②や④のように問題を発展的に扱うことで、

小数や分数に拡張されたときにも、【計算の順序】
は成立します。そのことをその都度、確認すること
が大切です。

ここがポイント


